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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月22日(2016.1.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象物を撮影し画像を取得するカメラシステムであって、
　撮影位置と撮影姿勢を変更可能であり、前記対象物を撮影して画像へ変換する撮影部と
、
　前記対象物を表す地図を記憶する記憶部と、
　前記撮影部の位置姿勢を推定し、前記撮影部の位置姿勢と前記地図とに基づき前記地図
上の複数の点の中から前記撮影部に最も近い点を含む領域を被撮影領域として特定し、前
記地図において前記被撮影領域に対応する箇所を図示する撮影情報含有地図を作成する演
算部と、
　前記撮影情報含有地図を表示する表示部と、
を備えたことを特徴とするカメラシステム。
【請求項２】
　請求項１に記載のカメラシステムであって、
　３次元的な領域で構成された前記地図を記憶する前記記憶部と、
　前記撮影部から前記地図への半直線を定義し、前記半直線と前記地図の複数の前記領域
との交点を前記地図上の複数の点とする前記演算部と、
を備えたことを特徴とするカメラシステム。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のカメラシステムであって、
　前記撮影部が前記対象物を撮影した複数の画像に対し個別に前記被撮影領域を特定し、
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前記地図に対し全ての前記被撮影領域に対応する箇所を図示する撮影情報含有地図を作成
する前記演算部
を備えたことを特徴とするカメラシステム。
【請求項４】
　請求項３に記載のカメラシステムであって、
　前記複数の画像の前記撮影の時刻に応じて個別に前記被撮影領域を特定し、前記時刻に
応じて少なくとも一つの前記被撮影領域を他の前記被撮影領域とは異なる図示とする撮影
情報含有地図を作成する前記演算部
を備えたことを特徴とするカメラシステム。
【請求項５】
　請求項３または４に記載のカメラシステムであって、
　前記表示部に表示された前記撮影情報含有地図の前記被撮影領域を指示されると、前記
指示された前記被撮影領域に対応する前記撮影した画像を前記複数の画像の中から特定す
る前記演算部と、
　前記撮影情報含有地図と共に前記撮影した画像を表示する前記表示部と、
を備えたことを特徴とするカメラシステム。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項に記載のカメラシステムであって、
　重点エリアを記憶する記憶部と、
　前記重点エリアに対応する箇所を、前記被撮影領域とは異なる図示とする撮影情報含有
地図を作成する前記演算部と、
を備えたことを特徴とするカメラシステム。
【請求項７】
　請求項２～６のいずれか１項に記載のカメラシステムであって、
　前記画像のうち予め定められた幅の外枠部分を前記被撮影領域とは異なる図示とする撮
影情報含有地図を作成する、あるいは前記領域の法線と前記撮影部から前記領域へ向かう
前記半直線の方向との成す角に基づき前記被撮影領域としての異なる図示とする撮影情報
含有地図を作成する、あるいは前記領域の面積を前記領域に対応する前記画像の画素数で
除算した画素当たりの面積に基づき前記被撮影領域としての異なる図示とする撮影情報含
有地図を作成する前記演算部
を備えたことを特徴とするカメラシステム。
【請求項８】
　請求項２～６のいずれか１項に記載のカメラシステムであって、
　前記画像のうち予め定められた幅の外枠部分を未撮影とみなして前記被撮影領域を特定
する、あるいは前記領域の法線と前記撮影部から前記領域へ向かう前記半直線の方向との
成す角に基づき未撮影とみなして前記被撮影領域を特定する、あるいは前記領域の面積を
前記領域に対応する前記画像の画素数で除算した画素当たりの面積に基づき未撮影とみな
して前記被撮影領域を特定する前記演算部
を備えたことを特徴とするカメラシステム。
【請求項９】
　請求項２～７のいずれか１項に記載のカメラシステムであって、
　前記領域の法線と前記撮影部から前記領域へ向かう前記半直線の方向との成す角あるい
は前記領域の面積を前記領域に対応する前記画像の画素数で除算した画素当たりの面積に
基づき前記領域を含む前記画像の評価値を算出する前記演算部と、
　前記評価値の高い順に前記画像を表示する前記表示部と、
を備えたことを特徴とするカメラシステム。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか１項に記載のカメラシステムであって、
　前記画像と前記地図とを照合することで前記撮影部の位置姿勢を推定する前記演算部
を備えたことを特徴とするカメラシステム。
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【請求項１１】
　請求項１～９のいずれか１項に記載のカメラシステムであって、
　前記撮影部の周りの空間の部分的な形状を取得する距離計測部をさらに備え
前記距離計測部の計測結果と前記地図とを照合することで前記距離計測部の位置姿勢を推
定する前記演算部と、
を備えたことを特徴とするカメラシステム。
【請求項１２】
　請求項１１に記載のカメラシステムであって、
　前記距離計測部の計測結果に基づき前記地図を更新する前記演算部
を備えたことを特徴とするカメラシステム。
【請求項１３】
　対象物を撮影し画像を取得するカメラシステムの制御方法であって、
　記憶部は前記対象物を表す地図を記憶し、
　撮影位置と撮影姿勢を変更可能な撮影部は前記対象物を撮影して画像へ変換し、
演算部は前記撮影部の位置姿勢を推定し、前記撮影部の位置姿勢と前記地図とに基づき前
記地図上の複数の点の中から前記撮影部に最も近い点を含む領域を被撮影領域として特定
し、前記地図において前記被撮影領域に対応する箇所を図示する撮影情報含有地図を作成
し、
　表示部は前記撮影情報含有地図を表示すること
を特徴とするカメラシステムの制御方法。
【請求項１４】
　対象物を撮影し画像を取得するカメラシステムで実行可能な制御プログラムであって、
　前記対象物を表す地図を記憶し、
　撮影位置と撮影姿勢に基づいて前記対象物を撮影して画像へ変換し、
前記撮影部の位置姿勢を推定し、前記撮影部の位置姿勢と前記地図とに基づき前記地図上
の複数の点の中から前記撮影部に最も近い点を含む領域を被撮影領域として特定し、前記
地図において前記被撮影領域に対応する箇所を図示する撮影情報含有地図を作成し、
　前記撮影情報含有地図を表示すること
を特徴とするカメラシステムの制御プログラム。
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